





















































































の中で多様に機能している（入れ子状態）、の 8 条件である。地域政策分野では有名な 8 条件
を満たすことが、CPR の持続条件であるが、共有資源を地域ブランド資源と捉え、この 8 条
件を応用することも可能と筆者は考えている。

















が、全国で 79 自治体が取り組んでいる。その内、多摩地域 30 市町村の中で取り組んでいるの
は福生市、町田市の 2 市のみである 4。
　同調査では、多摩地域のイメージについてアンケート調査が行われている（n=4,217）。それ
によると多摩地域のイメージとして 1 位を占めているのは「公園が多く、豊かな自然に恵まれ


































4 ．TAMA らいふ 21 について
　TAMA らいふ 21 は、多摩地域全体の地域ブランド化事業の先駆として開催された催事で
ある。正式名称は「多摩新時代の創造　多摩東京移管百周年記念事業」、催事呼称は「TAMA
らいふ 21」で、1993 年（平成 5）4 月 25 日から 11 月 7 日に渡り開かれた多摩地域の神奈川か
ら東京へ移管記念催事だった。この催事は当時の都知事・鈴木俊一都政の時期で、多摩地域
にある方向付けを与える目的で開催されたものだった。市民参加型イベントを多数取り入れ、
369 のプログラムにのべ 665 万人が参加した。
　事業展開計画には次のように明記されている。
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東京都企画審議室計画部『第三次東京都長期計画』東京都、1990
東京都市長会『多摩地域におけるシティプロモーションについて─市民に愛される、活性化したまちを目指
して─』2014
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地域ブランドの観点から見た多摩地域の特徴と課題
